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要 旨 1981�2004 年 ま で に， こ ど も 病院 を 受診 し た ペ ルテ ス 病症例 191 股の う ち ， 初診時 (壊

死期 な い し 分節期) か ら 西尾式外転免荷装具を 用 い， 一次治癒だ け でな く そ の後 も 経過観察で き ， 最
終調査時に 13 歳以 上， 経過観察期間は 3 年半以上の症例 56 股 を 対象 と し て ， 西尾式外転免荷装具

を 用 い た 保存的治療の治療成績を検討 し た . 男 児 52 )没， 女児 4 股， 右側 27 Jl支， 左側 29 股であ っ た .
初診時年齢は平均 7 . 0 (3 . 6� 1 1 . 0 歳) ， 最終経過観察時年齢は平均 16 . 0 歳 ( l 3 . 2�22 . 3 歳) ， 経過観
察期間は平均 9 . 0 年 (6 . 0�14 . 4 年 ) で あ っ た Lateral pillar 分類は， A 群 2 例， B 群 26 例， B/C 群

17 例， C 群 10 例で あ っ た 最終経過観察時の Stulberg 分類は l 型 15 例， 2 型 22 例， 3 型 1 1 例，

4 型 8 例， 5 型 O 例であ っ た 経過良好群 (Stulberg 1 ，  II 型) は ， 全体の 66 . 1% (37/56) であ っ た

は じ めに

我 々 は ， 片 側 の ペ ル テ ス 症例 に 対 し ， 股関節 を

300 外転 し て 骨頭 を 臼蓋 内 に 納 め る contaínment

と 患肢の 免荷 を 同 時 に 行 う 西尾式外転免荷装具1)

を 用 い た 装 具療法 を 行 い ， 外来通院治療 を 行 っ て

い る . 前回 2005 年 に 報告 し た 経過 を ， Perthes 病

の Multi Center Studi) ( 以下， MCS) に あ わ せ，

考察 を 加 え 報告 す る .

対象およ び方法

MCS の 条件 に あ わ せ， 1981----2004 年 ま で に ，

こ ど も 病院 を 受診 し た ペ ル テ ス 病症例 191 股の う

ち ， 初診時 (壊死期 な い し 分節期) か ら 西尾式外転

免荷装具 を 用 い ， 一次治癒 だ け で な く そ の後 も 経

過観察で き ， 最終調査時 に 13 歳以上， 経過観察期

聞 は 3 年 半 以 上 の 症例 56 股 を 対象 と し て ， 西尾

式外転免荷装具 を 用 い た 保存的治療 の 治療成績を

検討 し た .

対象 は 男 児 52 股， 女児 4 股， 右側 27 股， 左側

29 股であ っ た . 初診時年齢 は 平均 7 . 0 (3 . 6---- 1 1 . 0
歳) ， 最終経過観察時年齢 は 平 均 1 6 . 0 歳 ( 13 . 2----

22 . 3 歳) ， 経過観察期聞 は平均 9 . 0 年 (6 . 0---- 14 . 4

年) で あ っ た . 評価 は ， 年 齢， Catterall 分 類2)

Lateral pillar (Modified) (A，  B， B/C， C) 分類3)4)

Stulberg (Modified) 分類51 お よ び骨頭涙痕間距

離 (Tear Drop Distance : TDD) を 用 い た .

結 果

装具装着期 間 は 平均 1 年半， Catterall 分類は 2

型 22 例， 3 型 20 例， 4 型 14 例 で あ っ た . Lateral 

pillar 分類は A 群 2 例， B 群 26 例， B/C 群 17 例，

Key wOI'ds : conservative 凶erapy (保存療法) ， Legg-Calvé-Perthes' disease ( ぺ ル テ ス 病 ) ， hip abduction brac巴 (股関節
外転装具) ， non-weight bearing brace (免荷装具) ， long-term results (長期成績)
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表 L Lat巴ral pillar 分類 と Stulberg 分類
Lateral pillar (Modified) (A， B， B/C， C) 分
類 と Stulberg (Modified) 分類は表の よ う
に相関関係 は み ら れ なかっ た.

E E IV V メ仁〉 川、呈r l.
A 2 1 3 

B 10  9 5 2 26 

B/C I 9 5 2 17 

C 2 3 l 4 10 
A仁ヨ、三ロ 1. 15  22 1 1  8 56 

表 2. Lateral pillar と Stulberg (8 歳以上)
分裂期か ら 修復期 に 入 る の が 8 歳以上であ
れ ば， Lateral pillar (Modified) (A， B， B/ 
C， C) 分類 と Stulb巴rg (Modified) 分類は，
相関傾向の 印象があ っ た が有意差 は な か っ
た

I E 国 W V 

A 2 1 3 

B 2 6 5 2 15 

B/C 1 l 3 

C 2 3 5 
4 10 6 6 26 

C 群 10 例 で あ っ た . 最終経過観察時 の Stulberg

分類は I 型 15 例 II 型 22 例， III 型 11 例， N 型 8

例 ， V 型 O 例で あ っ た . 経過良好群 (Stulberg 1 ， 

II ) は ， 全体の 66 . 1 % (37/56) で あ っ た . Lateral 

pillar (A，  B， B/C， C) 分類 と Stulberg 分類は表の

よ う に相関関係 は み ら れ な か っ た (表 1) .

Stulberg 分類 を ， 分節期 か ら 修復期 に 入 っ た と

き の年 齢 を 元 に グ ラ フ を 作 る と (図 1) ， ま ず 5 歳

以 下 は Stulberg 1 の み で， 逆 に Stulberg N は 7

歳半以上の症例 し か認 め ら れ な か っ た . た だ 8 歳

以上で も 経過良好な症例 も 多 く ， 年齢だ け で は 分

け ら れな か っ た .

そ こ で分裂期 か ら 修復期 に 入 る の が 8 歳以上の

症例 に つ い て 検討す る と ， Lateral pillar (A， B ，  

B/C， C ) 分類 と Stulberg 分類 は ， 表 2 の よ う に 相

関関係があ り そ う で あ っ た . つ ま り ， 8 歳未満で

は Lateral pillar (A，  B， B/C， C) 分 類の 治療結果

への影響 は 低 い 可能性があ る .

8 歳以 上 の 症例 で骨頭涙痕間距離 を み て み る と
(表 3) ， 修復 時 に 20 % 以 上の側方化が残存す る と ，
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図 1. 修復期年齢 と Stulberg 分類
Stulberg (Modified) 分類 と ， 分節期 か ら 修復期 に 入 っ
た と き の年齢の グ ラ フ で は， 5 歳未満は Stulberg 1 の
みで， 逆 に Stulberg N は 7 歳半 以上の症例 し か い な
かっ た. し か し ， 7 歳以 上で も 経過良好な症例 も 多 く ，
年齢だ け で は分 け ら れな か っ た.

表 3. 8 歳以 上 の Stulberg 分類 と 修復 期
の TDD の 関係

8 歳以上では， 修復時 に 20% 以 上の側方化
が残存す る と Stulberg (Modified) 分類良
好群は存在 し なか っ た .
つ ま り ， 骨頭の側方化が 20 % 以 下 に 改善 し
得 な い と ， 骨頭変形が起 き て し ま いやす い
と 考え ら れ る

修復期の TDD

< 20% 
20% 亘

Stulberg 分類
H m  N V 

4 10 2 
4 5 

良好群 は 存在 し な か っ た . つ ま り ， 骨頭の側方イじ

が 20 % 以 下 に 改善 し 得 な い と ， 骨頭変形が起 き て

し ま い や す い と 考 え ら れ る .

Stulberg N は全 7 症例 で ， 平均発症年齢 は 8 歳

と 全体の平均 よ り 1 年遅 く ， 修復期 に 入 っ た 年 齢

は 平均 9 歳. TDD は 健側 に 比較 し て ， 一 次 治癒

時 で 50 % ， 最 終経過 観 察 時 で平 均 34% 側方 化 し

て い た.

考 察

我 々 の 治療 方 針 は ， 外 来 に て 2 方 向 の X 線撮

影の後， 股関節外転 角 度 が 300 以 上で あ れ ば外転

装具作製 し ， 装着訓練の後， 外来通院 と す る . 外

転 角 度 が 30。 未満の症例 は ， 入 院 の う え ベ ッ ド 上
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で水平外転牽引 を 行 い ， 外転角 度の 改善が得 ら れ
て か ら 装具療法へ移行す る . ま た 外来 で は ， 日 常
生 活 を 見 る こ と がで き な い分， 装具の状態や本人

の 装着状態， 真 の 外転角 度 な ど 細 か に 観察 し て ，

診察の補助 と す る 必要 が あ る .

特 に 診察 時 の 股関 節 可動域が減少 し た 時 や X

線上健側 に 比べ骨頭の側方化が進行 し た 時 は ， 股

関節の安静が保 て て い な い と 判 断 し ， 入院 し て安

静 目 的 の介達牽 引 を 行 っ て で も ， 骨頭側方化の改

善 を 図 る 必要があ る .

一般的 に は ， 発症年齢が予後 に も っ と も 関与す

る と い わ れて い る が， 発症年齢では な く 修復期に

入 る 時期j が影響す る の で は な い か と 考 え て い る .

そ の 点 を 踏 ま え ， 今 回 の 結果 か ら 考慮 し て ， 装具

療 法 を 行 っ て も 8 歳 ま で に 修復期 に 入 ら ず， 骨頭

の側方イじが改善で き な い よ う な症例 は ， 手術的 に

内 反骨切 り 術 を 行 う か， 両下肢外転 ギ プス や装具

の必要があ る の で は な い か と 考 え て い る .

治療結果 と し て は ， 西尾式外転免荷装具 は 両側

式装具6) に は 劣 る も の の ， 活動性が高 く ， 初期の

装具訓練や経過観察 中 の股関節外転角 度悪化 な ど

が あ れ ば入院が必要だが， 基本的 に は 外来通院で

治療が可能 で あ る .

2007 年， 当 学会で H巴rring8) が特別 講演で， 多

施設 に お け る 451 症例の Perthes 病 を 調査 さ れ，

「 ほ と ん ど の Perthes 病 は 治療不要で， 8 歳以上の

み 外科的治療が良好」 と 報告 し た . し か し 筆者 ら

は ， こ の 報 告 結 果 に 疑 問 が あ る そ の 理 由 は ，

Lateral pillar 分 類 が B/C と い う 分類 を 追加 し た

も の の い ま だ検者 間 の 計測 に 差があ り ， バ ラ ツ キ

が見 ら れ る こ と で あ る . さ ら に 外来通院に よ る 装

具治療 と い う ， 担 当 医 師や家族の コ ン ブ ラ イ ア ン

ス を 必要 と す る 治療が米国 に お い て ， 多施設で差

異無 く 行 わ れ た と は考 え に く し 功3 ら で あ る . つ ま

り ， 発症年齢 に お け る 治療成績 の 差 は ， 我が固 に
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お い て も 認め ら れて は い る が原則 と し て ぺ ル テ ス

病 に は 治療が必要 と 考 え て い る .

ま と め

西尾式外転免荷装具 は ， 両側式の装具 に 比較 し

て 治療成績で はやや劣 る も の の ， 外来通院で装具

治療 を 続 け な が ら ， 日 常生 活 を 続 け ら れ る メ リ ッ

ト があ る . 本装具治療 で は ， 外来診察時 に 自 宅 ・

学 校 で の 装 具 装 着状 況 を 確認 し て ， こ ま め に 指

導 ・ 観察 し ， 治療 を 行 っ て い く こ と に よ り ， よ り

よ い結果を も た ら し う る と 考 え る .
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l A bstract I 
Legg-Calvé-Perthes' Disease Treated Conservatively with Hip Abduction 

Using Nishio's Non-Weight-Bearing Brace : Review of 56 Cases 

Yutaka Oketani. M. D.. et al. 

Department of Orthopaedics Surgery， Saga Hospital for I-Iandicapped Children 

We report a review of conservative hip abduction using Nishio's non-weight-bearing brace 
(version 2) to treat 56 hips with Legg-Calvé-Perthes' Disease. between 1981 and 2004. The 
Nishio's brace holds the femoral head in the acetabulum at 30 degrees hip abduction and has a pole 
beneath the sciatic tubercle for non-weight bearing. The mean age of the patients was 7 . 0  years 
(ranging from 3 . 6  to 1 1 . 0  years) ， and at most recent follow-up， their mean age was 16 . 0  years 
(ranging from 13 . 2  to 22 . 3  years) . The mean follow-up duration was 9 . 0  years (ranging from 6 . 0  
to 14 . 4  years) . A t  most recent follow-up at mor巴 than 3 y巴ars after treatment， we evaluated the 
outcome using the Modified Lateral Pillar Classification and the Modified Stulberg's Classification. 
According to the Modified Lateral Pillar Classification. there w巴re 2 hips in Group A. 26 in Group B， 
17 in Group B/C， and 10 hips in Group C. According to th巴 Modified Stulberg's Classification. there 
were 15 hips at Type 1 ，  22 at Type 2， 1 1  at Type 3， and 8 hips at Type 4. Overall， 37 (66 . 1  % )  of the 
hips showed satisfactory outcome. 
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